
                          

 

 

 

 

 

 

一年間、ありがとうございました！ 
やわらかな春の日差しに包まれ、校庭にも少しずつ春の彩りが広がってきました。校門のわきの台小桜も、

咲き始め、子どもたちの今年度の修了をお祝いしてくれているように感じます。「小さな学校 大きな家族」と

して過ごしてきたこの一年、子どもたちは学年を越えて支え合い、関わり合いながら、成長してきました。明日

から始まる春休みを「進級するための準備期間」として過ごし、４月の新年度には全員が笑顔で登校してくる

ことを願っております。 

保護者の皆様におかれましては、一年間、本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとう

ございました。令和８年度も引き続き、鶴が台小学校を温かく見守っていただきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

お別れ式・卒業式 

６年生は３月１９日に卒業式を迎え、５９名の児童が鶴が台小学校から巣立っていきました。卒業式当日は

雨予報がありましたが朝のうちに雨は上がり、よい門出の日となりました。卒業生入場の前には、入学してか

らこれまでの思い出の映像が流れ、いろいろな行事を通して立派に成長していく子どもたちの軌跡を見るこ

とができました。 

卒業証書授与の際には、「これからなりたい自分」について、しっかりと前を向き、自分らしく語ることができ

ました。未来ある卒業生のことを、教職員一同、心より応援しています。 

また当日は、在校生を代表して５年生が卒業式に出席しました。緊張感のある長い時間の中でも在校生

代表として立派に参加し、言葉や歌で卒業をお祝いしました。６年生からバトンを渡された５年生は、４月から

最上級生として、鶴が台小学校を盛り立て、活躍していくことでしょう。 

その前日には、お別れ式を行いました。１年生から 4 年生の代表児童が６年生へ感謝の言葉を伝え、6 年

生もお礼の言葉を返しました。在校生は４月に新１年生を迎え、「小さな学校大きな家族」を大切にしながら

過ごすことと思います。学年の枠にとらわれず、学校全校で支えあいながら、６年生から受け継いだことを基

に、毎日を過ごしていってくれると思います。 

 

感謝の気持ちをこめて 離退任式 

３月１９日（金）と２４日(火)にメールでお知らせいたしましたが、今年度は１０名の教職員が鶴が台小学校

を去ることになりました。修了式のあとに離退任式を行い、別れを惜しみながら全校児童に見送られました。

お知らせをしてからお別れまでに日にちがありませんでしたが、去る教職員にこれまで

の感謝の気持ちを伝えたり、お手紙を渡したりしている光景も見られました。学校が変わ

っても、離退任する教職員の子どもたちへの思いは変わりません。きっとこれからも、鶴が

台小学校の子どもたちの成長を、見守り応援してくれることと思います。 

 

それでは、子どもたちが４月６日（月）に元気よく登校して来るのを待っています！ 
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